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2022 年5月26 日
各位

会社名 ：株式会社寺岡製作所
代表者名：代表取締役社長 辻 賢一

（コード：4987 東証スタンダード市場）

（訂正・数値データ訂正）「2022 年３月期決算短信［日本基準］（連結）」の訂正について

当社は、2022 年5月10 日に開示いたしました「2022 年3月期決算短信［日本基準］（連結）」の記載内容及び数値
データに誤りがありましたので、下記の通り訂正致します。

記

１．訂正の理由
2022 年5月10 日に「2022 年3月期決算短信［日本基準］（連結）」を開示いたしましたが、その後、固定資産売却益

150 百万円の期間帰属について、当社および監査法人で再検証した結果、2022 年3月期の計上ではなく翌期の計上が
妥当との結論に至りましたので、該当部分の訂正をするものであります。

２．訂正の内容
訂正箇所は赤字で表記しております。固定資産売却益150 百万円の特別利益計上が、2022 年3月期から2023 年3月期

に変更になったことにより、2022 年3月期の実績と2023 年3月期の連結業績予想を変更致します。
以 上
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売上高は計画を若干下回ったものの、ほぼ当初計画通りに推移しました。
製品部門別の売上高状況は以下のとおりです。

製品部門別売上高 内容

梱包・包装用
29億37百万円

・巣ごもり需要の一巡により、ホームセンター向け需要は低調
・輸出取引は復調

電機・電子用
121億99百万円

・半導体不足の影響によりモバイル機器用テープは低調
・電子部品用テープの需要は堅調に推移

産業用
73億78百万円

・ホームセンター向けポリエチレンクロステープは低調
・オフィス用、インフラ・建築関連テープの需要が回復
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単位:百万円連結業績推移（売上高・営業利益）
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１．2022年3月期 連結決算概要
単位:百万円
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連結損益計算書
2021年3月期 2022年3月期

金額 構成比 金額 構成比

売上高 21,662 100.0% 22,515 100.0%

売上総利益 4,928 22.7% 4,810 21.4%

販管費 4,799 22.2% 4,675 20.8%

営業利益 128 0.6% 134 0.6%

経常利益 245 1.1% 370 1.6%

当期純利益 91 0.4% 276 → 162 1.2 → 0.7％

前年同期比

金額 増減率

853 3.9%

△118 △2.4%

△124 △2.6%

6 4.7%

125 51.0%

185 → 71 203.3→78.8%

・売上高は電機・電子用テープ中心に前年比を上回ったが、原材料及び燃料価格の高騰もあり売上総利益は減少。
・営業利益は販管費を抑えたことで前年並みを計上。
・経常利益は為替関係の損益176百万円計上により、当期純利益は固定資産売却益150百万円計上により、

それぞれ前年比を上回った。

訂正後



１．2022年3月期 連結決算概要 連結貸借対照表 単位:百万円
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・現預金は設備投資及び特許取得により減少。
・棚卸資産は中国での販売不振等で⾧期在庫が発生したため増加。
・有形固定資産は、茨城工場における高機能テープ一貫生産ライン新設により増加。

2021年3月期末 2022年3月期末 増減金額 構成比 金額 構成比
流動資産 20,281 54.8% 18,360 → 18,202 49.0% △1,921 →△2,079

現預金 8,466 22.9% 5,470 14.6% △2,996
売上債権 7,056 19.1% 7,053 18.8% △3
棚卸資産 4,281 11.6% 4,959 13.2% 678
その他 476 1.3% 876 →      719 2.3% 400 →      243

固定資産 16,751 45.2% 19,114 → 19,139 51.0% 2,363 →   2,388
有形固定資産 12,528 33.8% 14,829 → 14,854 39.6% 2,301 → 2,326
無形固定資産 113 0.3% 397 1.1% 284
投資有価証券 2,956 8.0% 2,870 7.7% △86
その他 1,151 3.1% 1,016 2.7% △135
資産合計 37,033 100.0% 37,474 →  37,341 100.0% 441 → 308

流動負債 6,381 17.2% 6,362 →    6,341 17.0% △19 →    △40
固定負債 1,605 4.3% 1,979 →    1,981 5.3% 374 → 376

負債合計 7,986 21.6% 8,342 →    8,322 22.3% 356 →     336
純資産合計 29,046 78.4% 29,132 →  29,019 77.7% 86 → △27
負債・純資産合計 37,033 100.0% 37,474 →  37,341 100.0% 441 →     308

訂正後



１．2022年3月期 連結決算概要
単位:百万円
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連結営業利益増減



キャッシュフロー計算書

・現預金及び現金同等物の期末残高は、4,813百万円となった(前期末比▲2,967百万円)
・営業活動によるキャッシュ・フローは、棚卸資産の増加により▲57百万円となった
・投資活動によるキャッシュ・フローは、茨城工場での設備投資により▲3,187百万円となった
・財務活動によるキャッシュ・フローは、固定資産取得に係る借入金を実行したことにより109百万円となった

単位:百万円
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2021年3月期 2022年3月期

現金及び現金同等物の期首残高 9,192 7,780

営業活動によるキャッシュ・フロー 2 ▲ 57

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,536 ▲ 3,187

財務活動によるキャッシュ・フロー 77 109

現金及び現金同等物に係る換算差額 44 168

現金及び現金同等物の増減額 ▲ 1,411 ▲ 2,967

現金及び現金同等物の期末残高 7,780 4,813

１．2022年3月期 連結決算概要



２．2023年3月期 通期 連結業績予想

現有ビジネスの深堀りと新規ビジネスの探索の両利きの営業・生産・研究開発活動の展開により、
売上高23,200百万円、営業利益520百万円、経常利益520百万円、当期純利益490→590百万円を見込む。

単位:百万円
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2022年3月期実績 2023年3月期予想
前期比

金額 ％

売上高 22,515 23,200 685 103.0%

営業利益 134 520 386 385.3%

営業利益率 0.6% 2.2% - -

経常利益 370 520 150 140.4%

経常利益率 1.6% 2.2% - -
親会社株主に帰属する
当期純利益 276 → 162 490 → 590 214 → 428 177.5 → 364.2%

当期純利益率 1.2 → 0.7% 2.1 → 2.5% - -

訂正後



この資料に記載されている業績の見通しなど将来に関する情報は、現在入手可能な情報に基づいて作成しております。
実際の業績は市場動向や業績情勢等の様々な要因等によって異なる可能性があります。

この資料に関するお問い合わせは、株式会社寺岡製作所広報・IR担当まで。
TEL ０３－３４９１－０４５９ E-mail info@teraokatape.co.jp

Copyright © 2022 Teraoka Seisakusho co.,Ltd. All rights reserved.

粘着テープにさらなる進化を
“新世紀”の価値創造に挑戦する
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